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【令和6年度】物価⾼騰対策に関する⽀援、取り組み⼀覧

印刷⽤ページを表⽰する 掲載⽇︓2024年7⽉24⽇更新

 

令和6年度の物価⾼騰対策に関する⽀援、取り組み

 

物価⾼騰対応重点⽀援地⽅創⽣臨時交付⾦とは

  物価⾼騰対応重点⽀援地⽅創⽣臨時交付⾦は、エネルギー・⾷料品価格の物価⾼騰の影響を受けた⽣活者や事業者の⽀援を通じた地⽅創⽣を図るため、「デフレ完全
脱却のための総合経済政策」（令和5年11⽉2⽇閣議決定）への対応として、地⽅公共団体が地域の実情に応じてきめ細やかに必要な事業を実施できるよう、令和5年
度に創設されました。

●令和6年度交付限度額     1,691万5,000円 （推奨事業メニュー分）

                  362万5,000円（低所得世帯⽀援枠分）

              1億8,884万6,000円（給付⾦・定額減税⼀体⽀援枠分）

          合計  2億   938万6,000円

●令和5年度交付限度額  5億6,140万9,000円 ※うちR6繰越︓2億3,339万1,000円

 

令和6年度の物価⾼騰対応重点⽀援地⽅創⽣臨時交付⾦を活⽤した事業

各種⽀援事業等の詳細や最新情報は、各担当へお問い合わせください。

（単位︓千円）

No. 事業名称 事業概要 事業費 担当課

1
物価⾼騰対策給付⾦給付事業【物価⾼騰対策
給付⾦（R5⾮課税給付）】

 物価⾼が続く中で低所得世帯への⽀援を⾏うことで、低所得の⽅々の⽣活を維持す
る。令和5年度分の住⺠税⾮課税世帯に対して、1世帯7万円を⽀給する。

3,500 福祉課

2
物価⾼騰対策給付⾦給付事業【物価⾼騰対策
給付⾦（R6⾮課税等給付・調整給付分）】

 物価⾼が続く中で低所得世帯への⽀援を⾏うことで、低所得の⽅々の⽣活を維持す
る。令和5年度分の住⺠税均等割のみ課税世帯に対して1世帯10万円の⽀給、令和6年
度に新たに住⺠税⾮課税となる世帯及び住⺠税均等割のみ課税世帯となる世帯に対し
て1世帯10万円の⽀給、令和6年度分のこども加算対象児童に対して1⼈5万円の⽀
給、定額減税しきれない⽅に対して所得⽔準に応じた給付を実施する。

277,075 福祉課

3 物価⾼騰対策学校給⾷補助事業
 エネルギー・⾷料品価格等の物価⾼騰の影響を受けた⽣活者の⽀援として、学校給
⾷費の保護者負担軽減を図るため、物価⾼騰を原因として令和5年度に改定した給⾷
費の差額分（⼩学校41円、中学校52円上昇）を補助する。

16,915 学校管理課

※令和5年度事業⼀覧は、こちらをご覧ください。

このページに関するお問い合わせ先

企画政策課
〒989-0292 宮城県⽩⽯市⼤⼿町1番1号 ⽩⽯市役所2階 Tel︓0224-22-1324 Fax︓0224-22-1451
メールでのお問い合わせはこちら
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主要事業紹介主要事業紹介
令和6年度令和6年度

　　２月19日、山田裕一市長が第467回白石市議会定例会で施政方針演説２月19日、山田裕一市長が第467回白石市議会定例会で施政方針演説
を行い、令和６年度の市政運営の基本的な考え方を明らかにしました。を行い、令和６年度の市政運営の基本的な考え方を明らかにしました。
　今月号では、その内容と本年度の主立った事業をお知らせします。　今月号では、その内容と本年度の主立った事業をお知らせします。

施政方針施政方針
人・文化を育むTarget１

令和6年度　施政方針

●不登校対策の柱「白石きぼう学園」
　不登校に悩む児童生徒が、自分の良さや特徴に気付き、社
会的自立に向かうことができる学校「白石きぼう学園」を柱に、
引き続き、地域、企業、行政などと連携・協働した教育活動
を推進します。

●「教育部」「こども未来課」を新設
　教育施策を推進する体制を強化するため、教育委員会に「教
育部」を新設し、「こども未来課」を設置します。保育園を教育
委員会所管とし、一元的に幼児教育・保育を担います。

●シビックプライドの向上
　地域の歴史遺産・伝統文化を掘り起こし、その魅力を幅広
い世代へ情報発信する取り組みを進め、シビックプライドの
向上を図ります。

みんなで地域づくりを進めるTarget２
●協働のまちづくりの推進
　「地区計画」の策定を支援するとともに、地区計画を策定し
た地区が活用できる「人と地域が輝く未来共創交付金制度」
により地域の皆さんが思い描く将来像の実現を支援します。

●市民と行政の情報共有
　市内外から注目を集める「市制施行70周年」を迎える本
年を「情報発信力強化元年」と位置づけ、インスタグラムな
どＳＮＳを活用した情報発信及び子育て支援サイトのリニュ
ーアルなどを行い、情報発信力強化を図ります。

●持続可能な行財政運営
　行政手続きのオンライン化、窓口でのキャッシュレス決済
などを進め、利便性を実感できる住民サービスの実現を図り
ます。

暮らしをともに支え合うTarget３
●「子育て支援課」「こども家庭センター」を設置
　保健福祉部に「子育て支援課」と「こども家庭センター」
を設置し、すべての妊産婦、子育て世代、子どもに対して母
子保健・児童福祉の両機能が一体的に相談支援を行う機関と
してさらなる充実と強化を図ります。

●高齢者福祉の充実
　新たに策定する「白石市高齢者福祉計画・第９期介護保険
事業計画」に基づき、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを
最後まで続けられるよう、より一層の高齢者福祉サービスの
推進を図ります。

●地域医療体制の充実・健康づくりの推進
　指定管理者制度を導入し生まれ変わった公立刈田綜合病院
が、今後も地域住民に信頼される病院としての役割を果たし
ていくため、指定管理者、医師会などとさらなる連携を図り、
安全・安心な医療の提供に努めます。

　
本
市
は
、
令
和
６
年
４
月
１
日
に
市
制

施
行
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ふ

る
さ
と
白
石
市
を
守
り
続
け
て
こ
ら
れ
た

皆
さ
ん
に
改
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と

も
に
、
愛
す
る
白
石
市
を
次
の
世
代
に
つ

な
い
で
い
く
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
10
月
に
、
地
震
被
害
か
ら
の
復
旧

工
事
を
終
え
る
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
の
コ

ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
記
念
式
典

を
開
催
す
る
ほ
か
、
年
間
を
通
じ
て
各
種

記
念
事
業
を
行
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
、
こ
の
記
念
す
べ
き
70
周

年
を
お
祝
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、

国
際
的
な
原
材
料
価
格
の
高
騰
を
も
た
ら

す
と
と
も
に
、
円
安
の
影
響
な
ど
か
ら
、
日

常
生
活
に
密
接
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品

な
ど
の
価
格
上
昇
が
続
い
て
お
り
、
市
民

生
活
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め
、
本

市
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
な

ど
の
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
低
所
得
世

帯
を
支
援
す
る
「
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品

等
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
事
業
」
や

全
市
民
を
対
象
と
し
た
「
商
品
券
配
布
事

業
」
を
は
じ
め
、
給
食
用
食
材
仕
入
れ
価

格
の
値
上
が
り
分
を
補
助
す
る
「
学
校
給

食
費
補
助
事
業
」
や
医
療
機
関
な
ど
に
財

政
的
支
援
を
行
う
「
医
療
機
関
等
に
対
す

る
物
価
高
騰
対
策
支
援
事
業
」
を
実
施
し

市
民
生
活
と
地
域
経
済
を
守
る

市
制
施
行
70
周
年
を
皆
さ
ん
と
と
も
に

　

令
和
６
年
度
は
、「
第
六
次
白
石
市
総

合
計
画
」
の
４
年
目
と
な
り
ま
す
。
引
き

続
き
、
本
市
の
目
指
す
将
来
像
「
人
と
地

域
が
輝
き
、
と
も
に
新
し
い
価
値
を
創
造

す
る
ま
ち�

し
ろ
い
し
」
の
実
現
に
向
け

て
、「
ひ
と
づ
く
り
」「
地
域
力
の
向
上
」「
新

し
い
価
値
の
創
造
」
を
基
本
的
視
点
と
し

て
、
市
民
一
人
一
人
が
そ
の
個
性
や
能
力

を
発
揮
し
な
が
ら
、
地
域
づ
く
り
の
担
い

手
と
し
て
活
躍
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な

視
点
で
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資
源
や
魅
力

を
発
見
し
、
育
て
、
高
め
合
う
こ
と
で
、

新
し
い
価
値
を
創
造
し
、
ま
ち
へ
の
誇
り

と
愛
着
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
安
全
・
安

心
へ
の
関
心
の
高
ま
り
、
社
会
や
経
済
情

勢
の
変
化
、地
域
社
会
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
な
ど
、
ま
ち
づ

く
り
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
が
、
市
政
課
題
を
先
送
り
す

る
こ
と
な
く
、
本
市
が
持
続
可
能
な
ま
ち

で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
力
を
合
わ
せ
て
、
新
し
い
時
代
の
ま
ち

づ
く
り
に
積
極
果
敢
に
挑
戦
し
て
ま
い

り
ま
す
。

新
し
い
時
代
の
ま
ち
づ
く
り
を

て
き
ま
し
た
。

　

中
東
情
勢
の
混
迷
が
深
ま
る
な
ど
世
界

情
勢
が
不
安
定
と
な
る
中
で
、
先
を
見
通

す
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
今

後
も
市
民
生
活
と
地
域
経
済
を
守
る
た
め

に
必
要
な
施
策
を
進
め
ま
す
。
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※�

施
政
方
針
の
全
文
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

安全・安心を守るTarget４
●防災・減災対策の充実
　「白石市地域防災計画」に基づき、東日本大震災や令和元
年東日本台風などの災害を教訓とし、さらなる防災体制の
充実を図り、あらゆる情報の迅速な収集・伝達の強化に取
り組みます。

●交通安全・防犯対策の充実
　交通ルールの遵守やマナー向上を図るため、交通安全関
係団体と連携し、交通安全指導を実施することで、子ども
や高齢者など交通事故を未然に防ぐよう努めます。

●地域における防災力の強化
　災害発生時の被害軽減には、地域住民同士での助け合い
である「共助」が不可欠であることから、自主防災組織へ
の支援を継続し、地域防災力向上を図ります。

活力・賑
にぎ

わいを創るTarget５
●農林業の振興
　「宮城白石産ササニシキ復活プロジェクト」を引き続き
支援し、「白石三白野菜」をはじめとする農林産物と６次
化商品の情報発信を積極的に実施し、ブランド化・高付加
価値化を推進します。

●「仙台南部工業団地」企業募集
　「仙台南部工業団地」への企業募集を開始していること
から、新たな企業誘致を推進するため、企業訪問やトップ
セールスにより、本市への立地環境や投資環境の優位性な
どを積極的にＰＲしていきます。

●交流活動の推進
　登別市・海老名市・札幌市白石区との姉妹友好都市交流
を推進します。特に本年は海老名市との姉妹都市提携30
周年を迎えることから、市民訪問団派遣や式典の開催など
の記念事業を実施します。

まちの未来を描くTarget６
●豊かな自然環境の維持
　「第３次白石市環境基本計画」に基づき、本市が目指す
環境の将来像「水とみどりを誇るまち　しろいし」実現の
ため、自然環境と生活環境に配慮した事業を推進します。
●道路・公共交通の整備
　将来にわたって市民が安心して暮らし続けることができ
る公共交通確保に努めるとともに、既存の公共交通では対
応できない山間地域などの地域内交通の課題解決に向け
て、住民が主体的に実施する活動を支援します。
●魅力ある都市空間の整備
　市中心部の交通ネットワーク機能の強化と通学路の安全
確保を図るため、都市計画道路白石沖西堀線事業の実施設
計業務を進め、早期の完成を目指します。

　
本
市
は
、
令
和
６
年
４
月
１
日
に
市
制

施
行
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。
現
在
、
地
方

都
市
は
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い

急
速
な
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
と
い
う

大
き
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
本
市
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
先
１
０
０
周

年
、
２
０
０
周
年
と
、
将
来
に
わ
た
っ
て

持
続
可
能
な
白
石
市
を
創
る
た
め
に
は
、

変
化
を
恐
れ
ず
に
新
た
な
施
策
に
挑
戦
し

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
昨
年
４
月
に
は
、
地
域
医
療
を
将
来
に

わ
た
っ
て
安
定
的
に
確
保
す
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
一
市
二
町
組
合
で
運
営
し
て
い
た

公
立
刈
田
綜
合
病
院
を
市
立
病
院
化
し
、

指
定
管
理
者
制
度
の
下
で
公
設
民
営
の
病

院
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
基
幹
病
院
と
し

て
、
地
域
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
反
映
し
、
皆

さ
ん
が
安
心
で
き
る
持
続
可
能
な
医
療
提

供
体
制
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
同
じ
く
昨
年
４
月
、
子
ど
も
た
ち
の
多

様
な
学
び
の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、
教

育
機
会
確
保
法
施
行
後
全
国
初
と
な
る
小

中
一
貫
の
学
び
の
多
様
化
学
校
「
白
石
き

ぼ
う
学
園
」
を
開
校
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
き
ぼ
う
学
園
に
対
し
て
は
、
児
童
生
徒

や
保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
大
変
に
ご
好
評

を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
日
本
全
国
の
行

政
・
教
育
関
係
者
か
ら
も
熱
い
関
心
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
た
な
事
業
を
軌
道

令和６年度　施政方針人と地域が輝き、ともに新しい価値を創造するまち　しろいしへ！人と地域が輝き、ともに新しい価値を創造するまち　しろいしへ！

に
乗
せ
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
進

め
て
い
く
た
め
に
は
、
２
年
目
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
令
和
６
年
度
も

し
っ
か
り
と
こ
れ
ら
の
事
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
に
は
、「（
仮
称
）
白
石
中

央
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
の
工

事
が
、
早
期
供
用
開
始
に
向
け
て
本
格
的

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。周
辺
整
備
事
業
も
、

道
の
駅
・
防
災
公
園
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者
の

選
定
を
開
始
し
、
令
和
９
年
の
開
業
に
向

け
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
「（
仮
称
）
白
石
中
央
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
」
は
、
新
た
な
企
業
誘
致
や

既
存
企
業
の
活
動
支
援
を
は
じ
め
、
中
心

市
街
地
の
活
性
化
や
観
光
振
興
、
地
域
医

療
の
充
実
、
災
害
時
の
安
全
確
保
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る

「
地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
」
で
あ
り
、
地

域
経
済
の
発
展
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の

好
循
環
創
出
に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

　
本
市
に
は
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
市
政
課

題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、「
人
と
地

域
が
輝
き
、
と
も
に
新
し
い
価
値
を
創
造

す
る
ま
ち�

し
ろ
い
し
」
を
実
現
し
、
将

来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
白
石
市
を
創

る
た
め
、
決
し
て
市
政
課
題
を
先
送
り
す

る
こ
と
な
く
、
令
和
６
年
も
市
民
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
、
積
極
果
敢
に
挑
戦
を
続
け

て
ま
い
り
ま
す
。
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令和６年度予算

予
算

令和
６
年度

令和６年度一般会計予算は

１６９億２,５７７万円１千円
変化の時代に対応し将来にわたって持続可能な白石市を目指して

　令和６年度当初予算は、財政の健全化を保ちつつ、第六次白石市総合計画に基づく
新たな将来像である「人と地域が輝き、ともに新しい価値を創造するまち　しろいし」
の実現に向けて、スマートインターチェンジや周辺施設整備事業、公立刈田綜合病院、
学びの多様化学校の安定的運営などに重点を置きつつ、令和６年４月に市制施行70
周年を迎えることから、各種記念事業などを実施するための予算編成を行いました。
　一般会計、特別会計および企業会計をあわせた予算総額は299億3,239万９千円で、
前年度当初予算額と比較すると1.3％、４億323万７千円の減、そのうち、一般会計
は169億2,577万１千円で、前年度と比較すると2.7％、４億6,767万９千円の減とな
りました。
　なお、一般会計予算の内容はホームページでもご覧いただけます。
� 問財政課　☎22-1332

【一般会計】
　市の会計の中心となるもので、市民サービスの基本的
な経費を計上した会計です。皆さんから納めていただく
市税のほか、地方交付税をはじめとする交付金などを財
源として、子どもから高齢者までだれもが安心して暮ら
すための各種福祉事業、道路や公園などの都市基盤の整
備、学校教育や生涯学習事業などを行います。

■目的別の予算額と主な事業

民生費　54億2,973万5千円（32.1％）
●保育事業（保育園等の運営、給付費）
� 10億4,618万9千円
●障害者総合支援費� 7億9,412万7千円�
●子ども・心身障害児者医療費助成事業
� 1億6,801万8千円�
●子育て支援事業� 1,133万2千円

衛生費　21億2,782万円（12.6％）
●病院事業会計負担金、補助金、出資金
� 12億4,614万6千円
●予防接種事業� 1億6,599万9千円
●妊婦・産婦健診助成事業� 1,755万4千円
●出産・子育て応援交付金事業
� 1,224万9千円

土木費　27億4,395万1千円（16.2％）
●道の駅整備事業� 7億3,102万6千円
●橋梁長寿命化対策事業�
� 5億6,200万円� 　
●スマートインターチェンジ整備事業
� 3億5,153万8千円
●白石沖西堀線街路事業� 2,172万6千円
●無電柱化推進事業� 1,035万5千円

総務費　24億　730万9千円（14.2％）
●ふるさと納税推進事業� 2億3,382万9千円
●市民バス運行管理事業� 9,463万4千円
●定住促進事業� 4,833万6千円
●まちづくり推進事業� 1,624万8千円

公債費　13億　400万1千円（7.7％）

教育費　14億8,242万6千円（8.8％）
●教育情報化推進事業� 6,599万1千円
●外国語・国際理解教育推進事業
� 3,151万2千円
●学びの多様化学校運営事業�2,681万6千円
●学力向上プロジェクト事業�1,315万6千円

商工費　  4億2,201万円（2.5％）

消防費　 5億1,143万1千円（3.0％）
●消防施設整備事業� 4,547万1千円

農林水産業費　
　　　　 3億1,887万円（1.9％）
●有害鳥獣対策事業� 3,741万8千円
●森林経営管理推進事業� 2,557万5千円

その他　 1億7,821万8千円（1.0％）

特 別 会 計 83億　806万8千円
国 民 健 康 保 険 37億7,040万9千円  
介  護  保  険 40億2,017万5千円
後 期 高 齢 者 医 療 ５億1,748万4千円

【特別会計】
　特定の事業を行う場合、特定の歳入をもって特定の歳出
に充て、一般の歳入歳出と区分して経理する会計です。本
市は３つの特別会計を設けています。

企 業 会 計 46億9,856万円 　

水 道 事 業 収益的支出  8億8,436万円 　
資本的支出  4億　531万5千円

下 水 道 事 業 収益的支出 10億4,932万8千円 
資本的支出 ７億8,163万8千円

病院事業会計 収益的支出 ８億5,456万8千円
資本的支出 ７億2,335万1千円

【企業会計】
　独立採算を基本とし、地方公営企業法が適用される公
営企業の会計です。

その他　2億5,593万円

諸収入　5億5,214万7千円
寄附金　4億400万3千円

繰入金
21億2,416万9千円

市税
39億2,439万円

地方交付税
42億5,000万円

国庫支出金
23億8,430万4千円

市債
8億5,280万円

県支出金
9億4,851万7千円

その他
12億2,951万1千円

その他
13億3,639万1千円

繰出金
16億380万3千円

補助費等
20億1,922万1千円

災害復旧事業費
302万6千円

公債費
13億400万1千円

扶助費
27億9,852万8千円

人件費
29億5,759万7千円

自主財源
72億6,063万9千円

依存財源
96億6,513万2千円

その他の経費
76億5,993万1千円

義務的経費
70億6,012万6千円

歳入
169億2,577万1千円

歳出
（性質別）

投資的経費
22億571万4千円

物件費
27億51万6千円

普通建設事業費
22億268万8千円

歳
入

　
市
税
は
、
固
定
資
産
税
が
前

年
度
比
０・
８
％
、１
、５
８
４�

万
３
千
円
の
増
、
都
市
計
画
税

が
１・
０
％
、
１
２
６
万
３
千

円
の
増
と
な
っ
た
も
の
の
、
市

民
税
が
定
額
減
税
の
影
響
に
よ

り
８・７
％
、
１
億
２
、９
７
４�

万
２
千
円
の
減
と
な
り
、
全
体

で
は
２・
７
％
、
１
億
８
８
４�

万
６
千
円
減
の
39
億
２
、４
３
９�

万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
大
き
な
歳
入

で
あ
る
地
方
交
付
税
は
、
地
方

財
政
計
画
や
過
去
の
交
付
実
績

な
ど
を
踏
ま
え
、
前
年
度
同
額

の
42
億
５
、０
０
０
万
円
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
他
の
歳
入
で
は
、
国
庫

支
出
金
が
３・２
％
、７
、９
１
９�

万
５
千
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
橋
梁
長
寿
命
化
対
策

事
業
や
中
河
原
白
石
沖
線
街
路

事
業
な
ど
が
減
額
と
な
っ
た
た

め
で
す
。一
方
で
県
支
出
金
は
、

児
童
手
当
や
国
民
健
康
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
負

担
金
な
ど
の
影
響
で
、
前
年
度

比
５・
９
％
、
５
、２
５
８
万
７�

千
円
増
の
９
億
４
、８
５
１
万�

７
千
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
な
お
、
財
源
不
足
に
伴
う
主

要
３
基
金
（
財
政
調
整
基
金
、

減
債
基
金
、
都
市
整
備
基
金
）

か
ら
の
繰
入
れ
は
、５
、１
０
０�

万
円
減
の
20
億
８
、０
０
０
万

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

歳
出

　
人
件
費
は
、
白
石
市
外
二
町

組
合
解
散
に
伴
う
退
職
手
当
組

合
負
担
金
な
ど
の
減
少
に
よ
り
、

前
年
度
比
12
・
９
％
、４
億�

３
、９
０
４
万
４
千
円
減
の
29�

億
５
、７
５
９
万
７
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
扶
助
費
は
、
児
童
手
当
や
私

立
保
育
園
な
ど
に
対
す
る
運
営

費
の
増
加
な
ど
で
、
２・８
％
、

７
、７
１
９
万
８
千
円
増
の
27�

億
９
、８
５
２
万
８
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
公
債
費
は
、
元
利
償
還
金
の

増
加
で
、２・５
％
、３
、２
１
４�

万
５
千
円
増
の
13
億
４
０
０�

万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
普
通
建
設
事
業
費
は
、
ス
マ

ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
道

の
駅
整
備
事
業
な
ど
の
増
加

で
、
２・７
％
、
５
、６
８
８
万�

８
千
円
増
の
22
億
２
６
８
万
８�

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
物
件
費
は
、
橋
梁
点
検
等
委

託
料
や
ふ
る
さ
と
納
税
業
務
委

託
料
な
ど
の
減
少
に
よ
り
、�

７・
６
％
、
２
億
２
、３
４
７
万�

５
千
円
減
の
27
億
51
万
６
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

補
助
費
等
は
、
病
院
事
業
会

計
に
対
す
る
負
担
金
や
補
助
金

の
減
少
に
よ
り
、
４・
３
％
、�

８
、９
７
５
万
７
千
円
減
の
20
億�

１
、９
２
２
万
１
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

市
債

　
令
和
６
年
度
末
の
市
債
残
高

は
、
歳
入
の
市
債
が
、
橋
梁
長

寿
命
化
対
策
事
業
な
ど
の
減
少

に
伴
い
、
前
年
度
比
28・３
％
、

３
億
３
、７
１
０
万
円
減
の

８
億
５
、２
８
０
万
円
、
歳
出

の
公
債
費
の
う
ち
元
金
償
還
金

が
３・
０
％
、
３
、６
３
３
万

１
千
円
増
の
12
億
５
、９
１
３

万
５
千
円
と
な
る
た
め
、
前
年

度
末
と
比
べ
３・
８
％
、
４
億

６
３
３
万
５
千
円
減
の
１
０
１

億
９
、７
４
３
万
５
千
円
（
う

ち
臨
時
財
政
対
策
債
36
億

８
、４
１
３
万
４
千
円
）
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
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　子ども食堂や学習支援など
「子どもの居場所づくり」実施
団体を支援します。詳しくはホ
ームページをご確認ください。
●募集期間　４～10月末まで
●募集要件　市内
で月１回以上事業
を１年以上継続的
に実施できる団体
●補助金の上限額
　10万円
問子育て支援課　☎26-8836

「子どもの居場所づくり」
実施団体を支援します

子育て支援
サイト

　片倉小十郎
の城下町とし
てのＰＲやイ
ベントでのに
ぎやかしに甲
冑を活用しま
せんか？　こ
れまでも市内企業や商店などで
の展示のほか、地域のイベント
でも使用されています。
　貸出申請に関する詳細はホー
ムページをご確認ください。
●貸出対象者　市内に事業所を
有する企業、商店、イベント団
体など
●貸出期間　甲冑を使用するイ
ベントなどの開催期間およびそ
の前後の日（最長５カ月）
●申請方法　電話でお問い合わ
せください。その後、ホームペ
ージ内の申請フォームから申請
をお願いします。
※�白石市甲冑等貸
出要綱をご確認
の上、申請して
ください。
問まちづくり推進課
　☎22-1327

甲
かっ
冑
ちゅう
で城下町を

ＰＲしませんか？

まちづくり推進課
ホームページ

　住民票や税に関する証明書が
市役所に来ることなく、24時
間365日、オンラインで申請が
できます。マイナンバーカード
をお持ちの方は、スマートフォ
ンから申請ができ、マイナンバ
ーカードによる本人確認とクレ
ジットカードによ
る決済が完了する
と、証明書が住民
登録のある住所地
へ郵送されます。
問証明書・申請内容について
　市民課　☎22-1312
　税務課　☎22-1313
　システムの利用について
　デジタル推進課
　☎26-8228

マイナンバーカードとスマートフォン
で証明書のオンライン申請ができます

デジタル推進課
ホームページ

令和６年度白石市消防団
春季消防演習

　本年度の白石市消防団春季消
防演習は数年ぶりに開催規模を
元に戻しての開催となります。
　消防ポンプによる迫力のある
一斉放水は、午前11時30分ご
ろに行いますので、ぜひご観覧
ください。
●日時　４月７日（日）8:30～
●場所　白石川緑地公園ソフト
ボール場（雨天時はホワイトキ
ューブアリーナ）
問危機管理課　☎22-1452

令和５年度物価高騰対策給付金
（住民税均等割のみ課税世帯分および子ども加算分）のご案内

　物価高騰による負担増を踏ま
え、住民税均等割のみ課税世帯
に対し、給付金を支給します。
※�既に住民税非課税世帯に対す
る給付金を受給した世帯は、
１世帯あたり10万円の給付
は対象外です。

■物価高騰対策給付金
　（均等割のみ課税世帯分）
●支給対象者　令和５年12月１
日において本市に住民登録があ
り、次に該当する世帯主
①�世帯全員が住民税均等割のみ
課税者の世帯

②�住民税均等割のみ課税者と住
民税非課税者で構成されてい
る世帯

●支給額　１世帯あたり10万円
●支給の手続き　支給対象世帯
には、３月中旬に「確認書」を

すのでご確認ください。
※�先行して実施した住民税非課
税世帯に対する給付金を支給
した世帯に対し、３月25日
に支給していますのでご確認
ください。

■窓口で申請が必要な方
①�令和５年度住民税未申告者が
いる世帯

②�令和５年１月２日以降に転入
した者がいる世帯

③�令和５年12月２
日以降に生まれ
た子どもがいる
世帯

●申請期限
　５月31日（金）
問�給付金コールセンター
　（総合福祉センター内）☎24-3885
　9:00～17:00（土・日・祝日除く）

発送していますので、必要事項
を記入の上、同封の返信用封筒
で返送してください。
■物価高騰対策給付金
　（子ども加算分）
●支給対象者　令和５年度物価
高騰対策給付金（住民税非課税
世帯分または住民税均等割のみ
課税世帯分）の支給対象となる
世帯のうち、平成17年４月２日
生まれ以降の子どもを扶養して
いる世帯
●支給額　子ども一人あたり
５万円
●支給の手続き　住民税均等割
のみ課税世帯物価高騰対策給付
金（均等割のみ課税世帯分）と
併せて支給します。３月中旬に
「確認書」と「子ども加算分支
給のお知らせ」を発送していま

第３日曜日は「家庭の日」
今月は４月21日　あいさつは
家族のコミュニケーションの
第一歩です

●日時　４月７日（日）
　　　　9:00～15:00
●場所　陸上自衛隊船岡駐屯地
●内容　記念式典、観閲行進、
訓練展示、音楽演
奏、各種試乗、物
産販売など
※�ＪＲ船岡駅から
シャトルバスを
運行します。
問陸上自衛隊船岡駐屯地　司令
職務室　☎0224-55-2301

船岡駐屯地創設記念行事

船岡駐屯地
ホームページ

「しろいし安心メール」登録方法 【ＰＣ・スマー
トフォン用】

【フィーチャ
ーフォン用】

「＠ sg-p.jp」ドメインからのメ
ールを受信できるように設定し
てください。

毎月７日は「白石温麺の日」
白石温麺を食べましょう

　妊婦への風しん感染を予防す
るため、次の対象者が風しんワ
クチンまたは麻しん風しん混合
ワクチンを接種した場合、接種
料金の半額を助成します。
●対象者
①�妊娠を希望されている19歳
以上49歳以下の方とその配
偶者

②�妊娠している女性の配偶者と
同居家族

※�定期接種対象者で昭和37年
４月２日～昭和54年４月１
日生まれの男性を除く。

●助成額　白石市、蔵王町、七
ケ宿町の実施医療機関では、接
種費用の半額（風しん3,140円、
麻しん風しん5,235円）で接種
できます。
※�全額自己負担で接種した場合
は、お問い合わせください。
問健康推進課　☎22-1362

妊娠を希望されている方や配偶者の方などへ
風しん予防接種の助成を行います

令和６年度の国民健康保険税の
税率と課税限度額について

　令和６年度の国民健康保険税
の税率と課税限度額は下表のと
おりです。税率は令和５年度か
ら変更ありません。賦課限度額
は後期高齢者支援金の限度額が
改正されます。なお、本年度の
年間保険税額は、７月中旬ごろ
にお知らせします。
●税率

医療
給付費

後期高齢
支援金

介護
納付金

所得
割額 6.8％ 2.8％ 2.0％

均等
割額 23,000円 9,600円 9,400円

平等
割額 22,000円 7,000円 4,800円

●賦課限度額　（　）内は令和５年度
　医療給付費 65万円

（同額）
　後期高齢者支援金 24万円

（22万円）
　介護納付金 17万円

（同額）
合　計 106万円

（104万円）
問税務課　☎22-1313

　農業が環境保全を重視したも
のへ転換を図るため、農業生産
に生分解性マルチを導入する農
業者に対して補助金を交付しま
す。詳しくはお問い合わせくだ
さい。
●対象者　市内に住所を有し、
市内において農業を営む方
（ただし市税滞納がない方）
●対象となる経費　生分解性マ
ルチの購入に要する費用（使用
する合計面積が10アール以上
の場合に限る）
●補助金の額（補助率）
　事業経費の１/３以内（年間で
補助限度面積：１ヘクタール以内）
●受付期間　４月１日（月）～
12月２日（月）
問農林課　☎22-1253

白石市循環型農業推進モデル
事業補助金の申請を開始します

福祉課
ホームページ
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※住民基本台帳法の改正により、平成24年７月末からの人口は外国人住民を含めた人数を掲載しています。

■生活基盤の整備や福祉事業な
どのため、次の方々からご寄付
をいただきました。（敬称略）
當信寺、山谷林

紙上から
お礼申し上げます

■人口　30,914人（前月比）−174人
　　　　男15,251人	 　女15,663人
■出生件数　12件	 ■死亡件数　52件
■世帯数　13,991世帯 ※住民基本台帳から、３月31日現在

　しろいし安心メールに登録し
ていてもメールを受信できない
方については、お持ちの携帯電
話のセキュリティーにより、当
該メールが迷惑メールと判別さ
れている場合があります。
　しろいし安心メールが届かな
い場合は、「＠sg-p.jp」ドメイ
ン受信を許可、または「miyagi-
shiroishi@sg-p.jp」アドレス
からのメール受信を許可する設
定を行ってください。
※ 設定方法はお使いの携帯電話
によって異なります。ご不明
の場合は、購入した携帯ショ
ップなどにお問い合わせくだ
さい。
問危機管理課　☎22-1452

しろいし安心メールが
届かない方へ

「しろいし安心メール」登録方法 【ＰＣ・スマー
トフォン用】

【フィーチャ
ーフォン用】

「＠ sg-p.jp」ドメインからのメ
ールを受信できるように設定し
てください。

　軽自動車税は、毎年４月１日
時点で登録がある車両に課税さ
れます。本年度の納税通知書は
５月７日（火）発送予定です。納
付期限の５月31日（金）までに
忘れずに納付してください。
■軽自動車税の減免
　障がいのある方などが所有す
る軽自動車は、障がいの種類や
等級により減免対象となる場合
があります。該当の有無を確認
の上、５月31日（金）まで申請
をしてください。
■軽自動車税の納税証明書
　スマートフォンアプリなどに
よるキャッシュレス決済で納付
された場合、車検用の納税証明
書は発行されません。必要な方
は税務課窓口で申請をしてくだ
さい。
※�納付から市で確認が取れるよ
うになるまで日数を要しま
す。納付したことが分かるも
のをご持参ください。
問税務課　☎22-1313

軽自動車税の納付は
お早めに！

マイナンバーカードとスマートフォン
で証明書のオンライン申請ができます
　住民票や税に関する証明書が
市役所に来ることなく、24時
間365日、オンラインで申請が
できます。
　マイナンバーカードをお持ち
の方は、スマートフォンから申
請ができ、マイナンバーカード
による本人確認とクレジットカ
ードによる決済が
完了すると、証明
書が住民登録のあ
る住所地へ郵送さ
れます。
問証明書・申請内容について
　市民課　☎22-1312
　税務課　☎22-1313
　システムの利用について
　デジタル推進課
　☎26-8228

デジタル推進課
ホームページ

子育てへの助成を一部
デジタルギフトに変更しています

令和５年度物価高騰対策給付金（住民税均等割のみ課税
世帯分および子ども加算分）の手続きはお済みですか？

民生委員・児童委員について

　短ケ町地区、越河７・８区地
区、９区地区の民生委員・児童
委員は、次の方に委嘱されまし
たのでお知らせします。
問福祉課　☎22-1400

氏　名 担当地区

跡　部　榮　子 短ケ町

横　山　壽　幸 越河７・８区

大　浦　秀　明 越河９区

市民課・税務課窓口でキャッシュレス決済をはじめます

　５月１日（水）から、市役所１階の市民課および税務課窓口で、ク
レジットカード・電子マネー・二次元コード決済によるキャッシュ
レス決済を開始します。次の証明書などの交付の際、手数料の支払
いにご利用できます。現金の受け渡しが不要で手軽に支払いができ
ますので、ぜひご利用ください。
●キャッシュレス決済で支払いができる証明書

市民課
住民票、戸籍謄（抄）本、除籍謄（抄）本、身分
証明書、印鑑証明書など

税務課
所得証明書、課税証明書、非課税証明書、納税証
明書、評価証明書、公課証明書など

●利用できるキャッシュレス決済サービス

クレジットカード
JCB、AMERICAN�EXPRESS、Diners�Club、
VISA、mastercard

電子マネー QUICPay、WAON、nanaco、Suica、楽天Edy

二次元コード決済
PayPay、d払い、楽天ペイ、Smart�Code（メル
ペイ、auペイ、ファミペイなど）

●注意事項
・お客さま都合による取り消し、返金はできません。
・市税や保険料の納付にはご利用できません。
・領収書の発行はできません。
・ポイントでの支払いはできません。
※そのほか詳細はホームページをご確認ください。
問キャッシュレス決済について　デジタル推進課　☎26-8228
　証明書などについて　市民課　☎22-1312・税務課　☎22-1313

市民バス「きゃっするくん」

※運行経路・時刻表への
アクセスは二次元コー
ドをご利用ください。

ガバメントクラウドファンディングに挑戦しています！
～市制施行70周年を盛大に祝うためご協力お願いします～

　本市は令和６年４月１日をも
って市制施行70周年を迎えま
した。本年度１年間を70周年
記念事業実施期間とし、さまざ
まな記念事業を開催します。
　これまで皆さんで守り続けて
きた「愛するふるさと白石」を、
今後さらに輝くまち、活気ある
まちとして次世代につないでい
くため、この70周年という記
念すべき時を盛大にお祝いする
べく、ガバメントクラウドファ
ンディングに挑戦し、記念事業
費に充てる資金の寄付を募って
います。

　皆さまのご協力をよろしくお
願いします。
Ｑ .ガバメントクラウドファン
　		ディングとは？
　ふるさとチョイスがふるさと
納税制度を活用して行うクラウ
ドファンディングです。寄付を
行うと、控除上限
額内の2,000円を
越える部分につい
て所得税や住民税
の還付・控除が受
けられます。
●寄付受付期限　７月13日（土）
問総務課　☎22-1331

ふるさと
チョイス

デジタル推進課
ホームページ市内の交通事故　３月１日〜31日　※（　）は１月からの累計

■発生件数　81件（200件）	 ■死亡者数　０人（０人）
■負傷者数　１人（４人）	 ■物損件数　80件（196件）
■飲酒運転発生件数　０人（０人）

　住民税均等割非課税、住民税
均等割のみ課税世帯子ども加算
の対象者（基準日が令和５年
12月１日までに出生した18歳
以下の方を扶養している世帯）
へ子ども一人あたり５万円を支
給しています。既に給付を受け
た方は対象外です。
　なお、課税状況が同条件の世
帯で令和５年12月２日以降（令

和６年５月31日まで）に出生
したお子さんがいる場合、申請
により給付対象となる場合があ
りますのでご確認ください。
※�既に給付を受けた方は支給を
受けられません。
●申請期限　５月31日（金）
問�給付金コールセンター
　（総合福祉センター内）☎24-3885
　9:00～16:30（土・日・祝日除く）

　本年４月から子育てへの助成
を、一部スマートフォンで使用
できるデジタルギフトに変更し
ています。
　申請方法や利用
できる店舗など、
詳しくはホームペ
ージをご確認くだ
さい。
●デジタルギフトになった助成
　「誕生祝い金・すくすくベビ
ー券」
問子育て支援課　☎26-8836

子育て支援
サイト
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【ＰＣ・スマー
トフォン用】

【フィーチャー
フォン用】

「しろいし安心メール」
登録方法

次の二次元コードからご登録ください。

市民バス「きゃっするくん」
をご利用ください！

※運行経路・時刻表への
アクセスは二次元コード
をご利用ください。

毎月７日は「白石温麺の日」
白石温麺を食べましょう

自衛官等募集試験案内

日が指定されます。
【３次試験】
海上　11月15日（金）〜12月11
日（水）
航空　11月９日（土）〜12月12
日（木）
※�海上はいずれか１日、航空は
期間が指定されます。
①・②共通
●応募資格　本年度の採用案内
をご確認いただくか、お問い合
わせください。
問�自衛隊宮城地方協力本部大河
原地域事務所
　☎0224-53-2185

①一般曹候補生
●受付期間　７月１日（月）〜９
月３日（火）
●試験日
【１次試験】９月14日（土）〜22日（祝）
【２次試験】10月12日（土）〜27日（日）
※�試験日についてはいずれか１
日が指定されます。
②航空学生
●受付期間　７月１日（月）〜９
月５日（木）
●試験日
【１次試験】９月16日（祝）
【２次試験】10月12日（土）〜17日（木）
※�試験日についてはいずれか１

　相続登記の手続き、相続放棄、
遺言書の作成、借金、会社の登
記､成年後見などに関する無料
相談会を実施します。
●日時　６月５日（水）
　　　　７月３日（水）
　　　　9:00〜12:00
●場所　市役所３階　第３会議室
●予約受付　平日9:00〜17:00
（祝日を除く）
※相談会は予約優先です。
問宮城県司法書士会
　☎022-263-6755

司法書士
相続・法律無料相談会

　Sakuraカフェは、仙南地域
にお住まいの若年性認知症の方
やご家族が出会い、お互いの悩
み、経験などを話せる集いの場
です。ご家族だけの参加もでき
ます。気軽にご参加ください。
●日時　６月21日（金）
　　　　14:00〜15:30
●場所　市役所４階　大会議室
●申込方法　６月18日（火）ま
でに電話で申し込みください。
問地域包括支援センター
　☎22-1466

ピア・サポート交流会
（Sakuraカフェ）

～障がい者検診を受けてみませんか～
　身体機能の低下を早期に発見
し、二次障害の予防、生活機能
の維持・改善を図ることを目的
に検診を実施しています。
　検診では、問診、計測（筋力・
関節の動き・移動機能など）、
医療相談、生活面のアドバイス
が受けられます。
●対象　在宅で生活する身体障
害者手帳を持つ18歳以上の方
●費用　無料
●実施日・会場
６月26日（水）

宮城県リハビリ
テーション支援
センター

７月24日（水）

９月18日（水）

11月27日（水）

（予約制・先着順）
●予約申込・問い合わせ
宮城県リハビリテーション支
援センター　
☎022-784-3592

身体障害者手帳を
お持ちの方へ

　在職中・求職中の方を対象に
実施します。
①RPA入門（Power	Automate
　for	Desktop編）
②Webサイト構築入門
　（WordPress編）
●開催日　①７月６日（土）・７日（日）
　　　　　②８月３日（土）・４日（日）
●定員　各10人
●申込期限　①６月13日（木）
　　　　　　②７月11日（木）
●費用　①2,420円（テキスト代）
　　　　②1,950円（テキスト代）
問�宮城県立白石高等技術専門校
　☎35-1511

働いている方の
スキルアップ講座

令和６年度物価高騰対策給付金（本年度新たに住民税非課税・均等割のみ
課税となった世帯分および子ども加算分）および調整給付金のご案内

　物価高騰による負担増を踏ま
え、本年度新たに住民税非課税・
均等割のみ課税となった世帯に
対し、給付金を支給します。
※�既にこの給付金と同等の給付
金を受給した世帯または世帯
主は、給付対象外です。
■物価高騰対策給付金
　（非課税世帯分）
●支給対象者　令和６年６月３
日に本市に住民登録があり、次
に該当する世帯主
①�世帯全員が住民税非課税者の
世帯
②�住民税が課税されている者の
扶養親族のみからなる世帯で
はない
●支給額　１世帯あたり10万円
●支給の手続き　支給対象世帯
には、８月上旬までに「確認書」
を発送しますので、必要事項を
記入の上、同封の返信用封筒で
返送してください。
■物価高騰対策給付金
　（均等割のみ課税世帯分）
●支給対象者　令和６年６月３
日に本市に住民登録があり、次
に該当する世帯主
①�世帯全員が住民税均等割のみ
課税者の世帯

※窓口で申請が必要な世帯
①�令和６年度住民税未申告者が
いる世帯（別途申告が必要）

②�令和６年１月２日以降に転入
した者がいる世帯（要課税証
明書）

③�令和６年６月４日以降に生ま
れた子どもがいる世帯
■調整給付金
　（住民税所得割課税世帯）
●支給対象者　令和６年１月１
日に本市に住民登録があり、次
に該当する世帯主
①�世帯員に住民税所得割が課税
されている者がいる世帯

●支給額　１人あたり住民税で
１万円、所得税で３万円の減税
がしきれなかった差額を、１万
円単位で支給。最大４万円の支
給となります。
例：５人家族で最大20万円支給
●支給の手続き　支給対象者に
は、８月上旬までに「確認書」
を発送しますので、必要事項を
記入の上、同封の返信用封筒で
返送してください。
●申請期限　10月31日（木）
問�給付金コールセンター
　（総合福祉センター内）☎24-3885
　9:00〜17:00（土・日・祝日除く）

②�住民税均等割のみ課税者と住
民税非課税者で構成されてい
る世帯
③�住民税が課税されている者の
扶養親族のみからなる世帯で
はない
●支給額　１世帯あたり10万円
●支給の手続き　支給対象世帯
には、８月上旬までに「確認書」
を発送しますので、必要事項を
記入の上、同封の返信用封筒で
返送してください。
■物価高騰対策給付金
　（子ども加算分）
●支給対象者　令和６年度物価
高騰対策給付金（住民税非課税
世帯分または住民税均等割のみ
課税世帯分）の支給対象となる
世帯のうち、平成18年４月２
日生まれ以降の子どもを扶養し
ている世帯
●支給額　子ども一人あたり５万円
●支給の手続き　物価高騰対策
給付金（非課税世帯・均等割の
み課税世帯分）と併せて支給し
ます。「確認書」と同封して「子
ども加算分支給予定のお知ら
せ」を発送します。誤りがなけ
れば手続きは不要で給付金と同
じ口座に支給されます。

第64回白石市総合体育
大会バドミントン競技

●日時　７月７日（日）9:00〜
●場所　スポーツセンター
●種目　ダブルス・シングルス
●参加料　１種目1000円
●申込期限　６月27日（木）
※�詳しくはお問い合わせください。
問白石市バドミントン協会　日

くさか
下

☎25-0262

ります。第３子がいる世帯の方
は、優先的な入居
制度があります。
　詳しくはホーム
ページを確認いた
だくか、お問い合
わせください。
問建設課　☎22-1326

市営住宅入居者募集

市営住宅
空室状況

■鷹巣第２、城南、桜田、
　新館第４住宅
●受付期間
　６月３日（月）〜21日（金）
●募集要件　住宅をお探しの方
で、収入が一定基準内である方
など。応募多数時は抽選。ほか
にも募集を行っている住宅があ
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